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年次有給休暇は１００％発給しろ！
１００％発給できる要員を配置せよ！
義務ばかり押しつけず権利を守れ！

＜大垣運輸区の状況＞

大垣運輸区のある男性運転士を例にすると、２０１２年の４月～２０１３年３月３１日

。まで９４日の年休を申し込みました。しかし、１年間で１４日しか発給されませんでした

彼に対する発給率は１４％しかありません。これでリニアをアメリカに売り込むような

一流企業と言えるでしょうか。

なぜ、これほど年休が出ないのでしょうか。地本と鉄事で開催された業務委員会では

「要員は確保している」と話しています。要員が確保されているのに年休が出ないという

ことは、大垣運輸区の勤務の作り方に問題があるのではないでしょうか。特にＸ助役の采

配が悪いと詰所では話されています。

大垣運輸区長は、社員が満足して年休を取得できる
要員の配置に努力せよ！

東海労は、現在各職場での２０１２年度年休発給調
査を実施しています。調査によって各職場（駅・運

のくらい出ているのか明確にな輸区など）の年休がど
ります。

東海労は、各職場の年休１００％取得に
向けて取り組みを強化します


